






















第 1章　潮流 (1)  小学校外国語教育　　　　　　　　　　　




















　第 1章　潮流 (1) 小学校外国語教育（坂本ひとみ）
　本論文は、日本における小学校外国語教育の導入について、学制頒布以降の歴史、特にオリンピッ
クや震災などの社会的事象や政治的変遷、そしてグローバル化する世界の動向との関連から解説して
いる。世界の共通語としての英語教育が要請されてきた背景は、中学校以降の英語科の存立根拠と
も無関係ではあるまい。その上で、現在のような小学校への急速な導入が「英語嫌い」をもたらす危
険性にも触れつつ、重要なのは国境を超えた交流がもたらす学びへの意志であることや、それが真の「生
きる力」になるという指摘は極めて重要である。英語教育が今当面している岐路の、その構造を知る
上でも貴重な論考となっている。
　第 2章　潮流 (2)　SDGsのための教育（坂本　旬）
　本論文では、「ESD（持続可能な開発のための教育）」が、国連によって世界的課題の解決を目指し
て始まり、それを明瞭にしたのが SDGsであること、そして育成すべき能力・態度としてのキー・コン
ピテンシーまで明確に構造化している。その上で、教育を支える最も基本的な能力であるリテラシーの
中でもユネスコが民主主義に不可欠とする「メディア情報リテラシー」を、本書全体を貫く基本理念に
据えていると受け止めた。この概念について、「情報リテラシー」と「メディア・リテラシー」のそれぞ
れの内容と意味から詳述し、UNESCOの構造図も並置することによって、本書の様々な論考とのつ
ながりも理解しやすくなっている。コロナ禍による教育環境のデジタル化を、今後、真の意味で「持続
可能」な形で発展させるためにも「メディア情報リテラシー」の重要性がわかってくる論考である。
　第 3章　潮流 (3)　自分たちの地域を知る学習活動（寺崎里水）
　「社会に開かれた教育課程」について、多くの現場では往々にして「開かれた」という形式的イメー
ジが目的化されがちである。本論文は、そのような表層的理解に止まってはならないことを教えてくれ
る。特に、「郷土」という言葉が「地域」に置き換えられてきた経緯について、高度経済成長やそれに
伴う教育政策の変遷とともに明快に分析されている。そこで浮き彫りにされるのは学校が明治以来「質
の高い社会資本」であった地位から経済の論理によって地域や社会からはじき出された没主体的側面
である。その反面で、地域という共同体にとって「拠り所」としての期待感があったことも事実で、過
疎化が進む地域を中心として、「地域社会の形成者」としての自覚をグローバルな視野、つまり「持続
可能な発展」という考え方と、新たな「郷土教育」から育む可能性も示唆している。「社会に開かれた
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教育課程」は、子どものみならず地域社会にとっても極めて重要な課題であることがわかる。
　II　教育理論と実践　英語教育編
　第 4章　小学校外国語教育の教育学的理論（坂本ひとみ）
　本章は、小学校英語教育について教育学的な展望を示そうとするものである。まず、第二言語でコ
ミュニケーションを図ろうとする意思「WTC」には国際的志向性や自信が重要であり、特に小学生に
とって他教科と関連させた PBL(プロジェクト型学習 )が有効であるとの提言は実践の道標となろう。
論者はさらに ICC（異文化間コミュニケーション能力）の育成にCLIL（内容言語統合型学習）が有
効であることを授業で検証し、目標をESDに設定することや、PBL、協働学習、MI（多重知能理論）
などとの関連から解説している。今後、多くの現場に実践と検証の取り組みが広がることを期待したい。
本論文を読んで、英語というものは教科を超えた国際化社会のコミュニケーションツールであること、
そして「英語好き」になる『原体験』の重要性を感じた。おそらくそれが英語教育の原点なのだろう。
　第 5章　東京都公立小学校における外国語活動の実践（滝沢麻由美）
　本章では、小学校での外国語学習の実践としてオーストラリアの学校との二つのプロジェクト学習が
紹介されている。前章で紹介されていたCLILの具体的実践と言える。一つは、ワンガリ・マータイ
さんの「Mottainai」をキーワードにしたプロジェクトで、SDGsについて自分たちの身近な取り組みに
ついて考えるもの。もう一つは、「ピース折り紙」のプロジェクトで、戦争や原爆の問題を同年代のサ
ダコの物語を「オリンピック休戦」に関連づけて考えさせるもの。いずれも、自校での取り組みと海外
交流を両輪として推進されている。プロジェクトに参加した子どもの反応からは、世の中を見る視野が
広くなっていることや、他者意識が強くなっていることが窺われる。いずれもプロジェクトであることに
よって子どもたちの問題解決に向かう主体性とコミュニケーションを図ろうとする意欲が引き出されてお
り、目的を達成する過程での英語の学びが必然性を伴っている。まさにCLILの成果と言えるだろう。
　Ⅲ　教育理論と実践
　第 6章　ビデオレターの理論と実践（坂本　旬）
　論者は、メディア・リテラシーとしての映像教育について、単なる ICTやメディアを活用した教育で
はないことを明言する。重要なのは「自分自身の振り返り、メッセージの分析評価、市民社会への参加、
異文化を超えた対話」が包含されていることだという。そして、その最も有力な方法としてデジタル・
ストーリテリングをあげる。論者によれば、それは自己の世界観を再構成する創造的な営みであり、そ
れをビデオレターとして交流する学習が ESDの視点に立った能力・態度の全ての要素を含むというの
である。本論文では、そのことを、メッセージの発案から上映会までの制作過程を追いながら丁寧に
解説している。現実を映像に収める意味、また、伝える意味について語る論者の眼差しは、子どもの
故郷と世界を往還する。実際、論者自らがネパールへ出向いて現地の子どもたちに白方小学校のビデ
オレターを直接見せているが、世界につなぐことの意味や価値がネパールの子どもたちの表情から伝
わってきて感動的である。
　第 7章　福島県白方小学校におけるビデオレター教育実践（鹿又　悟）
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　白方小学校の実践は、「はじめに」で説明されているように本書の構想の契機となった取り組みで
ある。遠く離れた同じ震災の経験を持つ相手へのビデオレター。伝えるべき相手に伝えたいメッセー
ジを送るという、まさにグローバル時代において必要とされる交流であり、SDGsの目標への確実な
一歩がここにある。白方小学校の実践を見ると、カリキュラムマネジメントからESDを射程に据えて
総合学習や全教科との関連を示す ESDカレンダー、育てたいスキルの構造化など、「持続可能な開
発」へ向けて見事な教育活動を構築している。児童の感想からも確かな成果を感じ取ることができる。
SDGsを取り入れた授業実践の流れや学習指導案も含めて、多くの教育現場で参照すべき先導的実践
である。これだけの実践を構築するまでには担当者をはじめ学校全体の教職員の並々ならぬ努力があっ
たことが推察される。心から拍手を送りたい。
　第 8章　映像教育の理論と実践（千葉偉才也）
　東日本大震災と福島第一原発事故による放射能被害は被災地に甚大な物理的被害と精神的ダメー
ジをもたらしたが、本章は、その中でも震災からの復興を目指している福島県双葉郡の「ふるさと創
造学」に注目し、その状況下における教育の役割を追求している。前半は、震災後の住民の複雑な
避難事情や復興へ向けた自治体の施策を詳述しながら「双葉郡教育復興ビジョン」として「ふるさと
創造学」が設置された経緯が説明されている。そして後半では、その実践としての富岡町立富岡第一・
第二小学校のラジオ番組制作や波江町立浪江津島中学校の探究学習、広野町の映像制作を紹介して
いる。全体を通して象徴的なのは、浪江町独自の教育復興ビジョンが ESDの目標と重なる部分が多
いことである。子どもたちがこの困難を契機として被災地の問題に向き合い、地域住民が子どもとの
触れ合いを回復している様子は、おそらく世界が当面している課題解決へも直結しているのではないだ
ろうか。論者は、長年に渡り地域に寄り添いながら、住民や学校の、公には聞こえてこない声に耳を
傾けてきた。その地道な努力の成果であることも貴重である。
　第 9章　福島県広野中学校における映像教育実践（千葉偉才也）
　本章では、前章でも触れているが、双葉郡広野町での「ふるさと創造学」として 2015年から 5年
間に渡り取り組まれたプロジェクトについて紹介している。開始年は 1年生の総合学習の年間時数の
半分 25時間であったものが翌年から 50時間になったのは驚嘆に値する。論者らの関わりが、生徒や
教員をはじめ地域住民も含めて絶大な信頼を得た所以であろう。ここでの映像教育を論者は「シネリテ
ラシー」と呼んでいるが、その呼称は前章で紹介されているようにオーストラリアのニュー・サウスウエ
ルズ州ので実施された映像制作に端を発したものである。それを広野町教育委員会が取り入れたこと
は意義深い。広野町の取り組みとしては、子どもたちの課題として上がっていた「地域についての知識」
「思考力」「表現力」などの欠如という課題に対し、ドキュメンタリーの映像作品を制作する方法によっ
て乗り越えてきた様子が活写されているが、3年間を学びのスパンとする映像教育のカリキュラムモデ
ルまで構築した成果は極めて大きい。
　Ⅳ　新たな教育理論に向けて
　第 10章　リテラシー概念の伸展（村上郷子）
　PISAショック以降、リテラシー論が盛んに交わされるようになり、アクティブラーニングや「資質・
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能力」など、教育現場では、突然登場してきたタームの表層的な解釈と実践に追われているのが現状
である。しかし、そもそも我々は何のためにどこへ向かって教育をしているのだろうか。ここでは、まず、
リテラシー概念をユネスコの運動と並行して機能的リテラシーから批判的リテラシー、そしてマルチリ
テラシーや高次リテラシーなどの諸概念へと広範囲に変化しつつある状況が押さえられているが、その
土台に立つと ESDに沿ったアクティブラーニングや学力の 3要素、さらにルーブリックの解説が納得
させられ、先の疑問に対する答えが見えてくる。リテラシー概念の本質に迫る極めて重要な論考である。
　第 11章　国際理解に育む視点（長岡智寿子）
　グローバル化する社会において「国際理解の必要性」は決して自明のことではない。ここで指摘さ
れるのは、戦後日本が独自の論理（自国の経済優先）によって「教育の国際化」を展開してきたこと、
そして絶えず変化し続ける世界規模の課題に目を向けることの困難さである。今、私たちは、自分たち
の思考態度を謙虚に受け止め、子どもたちとともに考えていかなければならない。論者は、その先導
的実践をアメリカの「Sesame Street」に見出しているが、卓見である。今、すぐにでも日本のマスメディ
アや教育界がそれを参考に実践を構築する必要を感じる。さらに論者は、国際理解の視点から批判
的思考の重要性について提言する。批判的思考は省察・反省であり、物事の全体像や関係性のメタ認
知である。それ故、「異なる他者」と共に生きることが生涯に渡り「学び合うプロセス」であると言う。
人間性につながる普遍的な指摘である。
　第 12章　メディア・リテラシー教育における「批判的」思考力（村上郷子）
　論者は、第 10章で現在のリテラシー論の構造を日本の教育の動向とも関連づけながら詳述したが、
本章では時代状況を反映して重要になってきたメディア・リテラシーについて、その学びの核となる批
判的思考力との関係から考察している。まず、「批判的」のことばの原義が「見分けられる」であった
ことは、「境界」や「分別」というような、現在の「批判的」という意味によって乗り越えるべき課題
そのものであったことは興味深い。また、メディアを批判的に読み解くことがフランクフルト学派、カ
ルチュラルスタディーズ、文化再生産論、ヘゲモニー論などとの関連があったこと、さらに、フレイレ
の理論をもとにジルーらが発展させた批判的教育学によって指摘されてきたこと（例えばジェンダーに
関しては見る側と見られる側の権力関係が浮上することや、エスニシティ・マイノリティなどに至っては「描
かれない」ことに権力作用が働いていること）等 、々透徹した眼差しでメディア・リテラシー哲学を構
築しており、教育実践への指南書と言える。
　第 13章　持続可能な地域のあり方に向けた学校教育（寺崎里水）
　本章は、日本で地域間格差が生じた過程とそこに関与してきた学校教育の構造を如実に描いており
衝撃的でもある。まず、日本海側と太平洋側の関係においては近代化の過程で交通体系の変化と共に
人・モノ・カネが日本海側から太平洋側へ吸い上げられる構図が起きたこと、そして東北と東京におい
ては、食糧管理制度による米の生産地化、高度経済成長期の工場立地と労働力の提供、さらには電
力供給地化など、生き残るためにリスクと金を引き換えにしてきたこと。さらに地方の高等教育が優秀
な生徒ほど都市部の企業や大学を勧めてきたことによって決定的に格差を広げてきたここと。そのよ
うな近代の二分法による思考が格差を生み出し、東京一極集中と格差を増大させるように機能してい
る構造を見事に暴き出している。そのような経緯を踏まえながらも、「持続可能」を目指す学校教育の
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あり方として二分法を乗り越える発想が必要であり、その役割を担うのが高校であることが提言されて
いるが、これは全ての高等教育関係者に読んでほしい論考である。
3　本書の意義
　そもそもSDGsの目指す「持続」とは、地球上の生態系や気象条件が有機的に関わり合い循環す
る自己組織システム、いわば「生命圏」としてイメージされるようなものであろう。近代の科学技術が
合理化や効率化によって高度な利便性を実現してきた反面で、生態系や人の意識に潜在するヴァルネ
ラビリティが露わになった現在、個々の相互作用から秩序を生成していく営みがあらゆる現場で求めら
れているということだ。その営みは様々な位相に見出されようが、それが創造的であるかどうかは互い
に尊重し合う精神があるかどうか、言い換えれば、異文化間の境界を「区別」ではなく「出会いの窓」
として捉えられるかどうかにかかっている。言うまでもなく、その鍵はコミュニケーションの基本に据
えられるべき「メディア情報リテラシー」にある。本書の論考全体に通底する理念であろう。本書は、
そのような営みを実践と理論を往還する眼差しによって分析し「教育学」にまで昇華させようとする挑
戦的な試みと言える。
　「おわりに」で「活動内容が多岐にわたり、関わるメンバーの専門領域も多様であるため、・・（中略）・・
それぞれの研究や活動の関連について有機的に説明できているとは言い難い。」との自評があったが、
冒頭で述べた通り各執筆者の SDGsへ向けた目標意識が強く伝わってきたことで、各論の有機的なつ
ながりは十分備わっているように感じた。一方、「SDGsの教育論」と言うタイトルから言えば SDGs
の17の目標に沿った方法論の構造化も図られると、より汎用性が高くなると思われる。また、評者自
身のことで恐縮だが、美術教育が専門なため、今回『メディア情報リテラシー研究』に掲載予定の拙
論でも触れているように、異文化間コミュニケーションの方法として、言葉を超えた芸術のメディア性
に関心を持っている。本書で取り上げられているビデオレターやドキュメンタリー映像以外の、様々な
ジャンルの映像や絵画、彫刻、デザインといった表現についてもメディア情報リテラシーは必要だと感
じていて、今後、その方面の研究にも期待したい。
　現在、教育現場には「社会に開かれた教育課程」「資質・能力」「アクティブラーニング」「GIGAス
クール構想」「STEAM教育」「ルーブリック評価」等 、々様々なタームが次 と々登場し、現場では、
それらに追随せざるを得ないのが実情ではないだろうか。しかし、少なくとも、上から降りてきたもの
としてではなく、目の前の子どもの実態から浮上してくるものとして取り組むべきことは教育者の理念と
して共有したいものである。本書は、各執筆者が自らの専門領域の理論や実践について、他領域の読
者も想定しつつ、そもそも論から噛み砕いた論述になっていることで、多くの「学び」と「気づき」を
得ることができるように思う。それは、執筆者それぞれの眼差しが、弱者やマイノリティの立場へ注が
れているからに他ならない。リアルタイムの研究を書籍としてまとめ上げるまでには大きな困難があっ
たと察するが、まさに今、我々が共有すべき事柄で満たされた豊穣な一冊である。このタイミングで本
書を上梓した執筆者各位のご尽力に敬意を表したい。そして最後に、門外漢の浅薄な書評で本書の真
価には理解が遠く及び得ていないことをお詫びしつつ、「執筆者それぞれの研究と教育にかける情熱の
ポリフォニーが心に響く温かい一冊であった」という感想を申し添えて締め括りたい。
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